
 

 

第５号様式（第６条関係）  
 

 綾瀬市立北の台小学校 学校運営協議会会議録  
 

会 議 の 名 称 第３回 北の台小学校 学校運営協議会 

開 催 日  令和６年２月２２日（木） 

開 催 時 間  ９時１５分 ～１２時００分 

開 催 場 所  校長室、各教室 

議 長  吉川 浩 

出 席 者 

会 長  吉川 浩 
副会長  見上 憲子 

 委 員  山口 正子、成田 征次朗、比留川 実 
 校 長  瀬戸 京子 
 教 頭  阿部 賀優 
 総括教諭(委員)  村山 幸輔 

 

傍 聴 の 可 否 可 傍 聴 者 数 ０ 

会 議 の 内 容 

【議題】 

１ 授業参観         ２ 令和５年度学校経営報告 

３ 令和５年度学校評価報告  ４ 質疑・意見交換 

５ 来年度の学校運営協議会について  

【主な意見・決定事項など】 

・授業参観では、総合的な学習の時間において、綾瀬の地域学習に取組む

児童の様子が見られたが、地域への愛着を育てる良い取組であった。地

域と学校とを結びつける学習をもっと推進していけると良い。  

 

・学校生活に満足感を得ていない児童が数パーセントいるが、「全員が満

足」とはいかないであろう。要因も様々考えられるが、スクールアンケ

ートなどで理由を把握して対応することと同時に、うまくいかないこと

に対する耐性を高めることも必要であると感じる。  

 

・学校評価の経年変化を調べると、教職員のいじめに対する意識は高まっ

ていることが分かる。保護者の数値には変化が見られない。  

 

・いじめ対応について、保護者と教職員で捉えに差がある。いじめにおけ

る指導は、外部に公表されることがないので家庭には見えない部分が多

い。そのため、この差を埋めることは難しいと思う。情報を発信するこ

とと同時に、いじめ防止の行動を起こしていくことが大切ではないか。 

 

・過去には【不登校＝いじめ】という構図があったが、不登校の原因は様々

あるということが認識されつつあり、その構図は変わってきている。い

じめが原因の不登校は解消されつつあると感じる。  



 

 

・学校経営ビジョンを具現化する１つの方策として、校内研究の授業づく

りがあり、「めあて」「まとめ」「振り返り」といった授業展開がどのクラ

スでも同様に行われていた。児童に学習の見通しを持たせることがで

き、どの子にもわかりやすい授業を目指していることが良かった。 

 

・教育的ニーズのある児童の学力向上に向けて、学習支援者によるチーム

ティーチングや国際教室における指導など、学校のできる範囲の支援を

行っている。過去に行われていた「土曜まなび場」「学力向上推進支援者」

といった学力向上に係る取組(事業)を推進できると良いと感じる。  

 

【配付資料】 

・レジュメ   ・学校評価報告書    

次回開催予定 令和６年５月中(未定) 

 


